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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】



(2) JP 2013-544809 A5 2014.11.27

ヒトにおけるＣＲＣ（結腸直腸ガン）を治療、改善及び／又は予防する方法に使用するた
めの組成物であって、
該方法は、連続する１８ないし３６ヶ月の期間に亘って、ＰＥＧの８００グラムないし２
３６５グラムを投与することを含む、組成物。
【請求項２】
前記投与は、連続する２４ヶ月の期間に亘るか又は連続する３６ヶ月の期間に亘る、請求
項１記載のヒトにおけるＣＲＣを治療、改善及び／又は予防する方法に使用するための組
成物。
【請求項３】
前記方法は、毎日、ＰＥＧの０．１グラムないし６．０グラムを投与することを含む、請
求項１又は請求項２記載の組成物。
【請求項４】
異常腺窩巣（ＡＣＦ）の発生及び／又は成長を減少することによる、ヒトにおけるＣＲＣ
を改善するための請求項１ないし３の何れか１項に記載の組成物。
【請求項５】
ヒトにおけるＣＲＣを治療、改善及び／又は予防するための、及び、ヒトにおける便秘の
予防及び／又は正常な胃腸通過時間の維持における併用のための、請求項１ないし４の何
れか１項に記載の組成物。
【請求項６】
前記方法は、連続する１２ヶ月の期間に亘って、ＰＥＧの２６２ないし１１８１グラム、
例えば、４００．３ないし７８７．５グラムを投与することを含む、請求項１ないし５の
何れか１項に記載の組成物。
【請求項７】
前記方法は、１ヶ月の期間に亘って、ＰＥＧの２２ないし９８グラムを投与することを含
む、請求項１ないし６の何れか１項に記載の組成物。
【請求項８】
前記方法は、１週間の期間に亘って、ＰＥＧの５．１ないし２２．７グラムを投与するこ
とを含む、請求項１ないし７の何れか１項に記載の組成物。
【請求項９】
前記方法は、１日の期間に亘って、ＰＥＧの０．７３ないし３．２２グラムを投与するこ
とを含む、請求項１ないし８の何れか１項に記載の組成物。
【請求項１０】
ＰＥＧの１．５ないし２．５グラム、例えば、２．０ないし２．５グラムを含む、請求項
１ないし９の何れか１項に記載の組成物。
【請求項１１】
連続する２４又は３６ヶ月の期間に亘って毎日又は間欠的に投与される請求項１０に記載
の組成物。
【請求項１２】
前記ＰＥＧは、１０００ないし１０，０００ダルトン、例えば、３０００ないし８０００
ダルトン、例えば、３３５０、４０００、６０００及び８０００ダルトンからなる群より
選択される平均分子量を有する請求項１ないし１１の何れか１項に
記載の組成物。
【請求項１３】
前記ヒトは、進行性のＣＲＣになり易い（例えば、ＣＲＣ又は大腸ポリープの以前の発症
、リンチ症候群、家族性ポリープ病のような家族歴及び／又は病歴及び／又は健康状態及
び／又は生活様式に起因する）ヒトである請求項１ないし１２の何れか１項に記載の組成
物。
【請求項１４】
前記ヒトは、５０歳以上、例えば、５５歳以上、例えば、６０歳以上、例えば、６０ない
し７５歳又は６５ないし７５歳である請求項１ないし１３の何れか１項に記載の組成物。
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【請求項１５】
前記組成物は、経口投与の形態にある、請求項１ないし１４の何れか１項に記載の組成物
。
【請求項１６】
前記組成物は、錠剤、カプセル、カプレット、トローチ、粉末、顆粒又は液体の形態にあ
る、請求項１ないし１５の何れか１項に記載の組成物。
【請求項１７】
（ａ）５０－９０％ｗ／ｗの、２０００ないし１００００Ｄａの範囲内の平均分子量を有
するポリエチレングリコール（ＰＥＧ）；及び
（ｂ）１０－４０％ｗ／ｗの、ソルビトール、ラクトース、ラクトースとデンプン、デキ
ストレート、セルロース、キシリトール、マルチトール及びマンニトールからなる群より
選択される固体；
（ｃ）香味料、甘味料及び滑沢剤のような任意の更なる成分
を含む、請求項１ないし１６の何れか１項に記載の組成物。
【請求項１８】
固体として経口投与するための固体組成物である請求項１７記載の組成物。
【請求項１９】
（ａ）７０ないし９０％ｗ／ｗの２０００ないし１００００Ｄａの範囲内の平均分子量を
有するポリエチレングリコール（ＰＥＧ）；
（ｂ）１０ないし２０％ｗ／ｗのマンニトールのような前記固体；
（ｃ）０ないし２．０％ｗ／ｗの滑沢剤；及び
（ｄ）０ないし２．０％ｗ／ｗの香味料
を含む請求項１７又は請求項１８記載の組成物。
【請求項２０】
前記組成物は、実質的に電解質が存在しない請求項１７ないし１９の何れか１項に記載の
組成物。
【請求項２１】
前記組成物は、２．０ないし３．５ｇの質量を有し、
（ａ）１．００ないし３．１５ｇの２０００ないし１００００の範囲内の平均分子量を有
するポリエチレングリコール（ＰＥＧ）；
（ｂ）０．２０ないし１．４０ｇのマンニトール
を含む請求項１７ないし２０の何れか１項に記載の組成物。
【請求項２２】
前記方法は、毎日又は断続的に、ＰＥＧの１．５ないし２．５ｇを投与することを含み、
ＰＥＧの約８００ｇ以上が連続する２４又は３６ヶ月の期間に亘って投与される、請求項
１記載の組成物。
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